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奈良の未来を替える

テレビトーク'92
「トリ Z 汁 ーレ組側」のィ<ン同ひとつ、

「テレピトーク吻'Jが 5 J! 9固に史勝文牝セシタ ←で

聞かれ奮した.

「臨時…→1笹山肺の靴.テー

マに輔制措拙H 刊の杉本肝さん、東
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ずの.ちづ〈りの映像νポート字、生中継しているケー

プルテ ν ピの初 臨者へのア~， ト.ふ奪えて、これか

同組吋うあるべきか闘相援がえSさ同した.

2ま監化ほ元浦興桝存糾か叫山bω6岬2桐凋隅崎剛:時，.継肘で、E肺担師在HまHちM舘叫み¢哨傑糊u脚が

村め恥りれMてい叫る叫忽り3ま底

な，-刊タ増終M了T!tl，包後紅食紅に" 会場叫か叫らも叫怠臥見句叩叩p堵棚賓剛澗州叩さM山

ど 一4人ひ此之』りaか戸附の岬台む叫玄ち切o-，農ちづ〈叶り，-山
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